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• 2日間のワークショップで、IEC/ISO、 CEN/CENELEC、開催国
であるインド、講師を出した英国、フランス、ドイツ、南アフリカに
於けるデジタルトランスフォーメーション（DT）の進捗状況報告
が行われた。３００名程度の参加

• DTについては、技術的な改善も重要だが、それ以上に働く人
の意識改革が重要、と確認された

• OSDについて解説があり、規格文書からTest Planを作成して
TRF(test report form)になるまでのデモ等があった

• 最近話題となっているAIの進み具合、標準化活動での活用に
ついて報告があった

DT Workshop概要
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Venue Location



• ISO CS Hussain Hadi から、出版業界のDT対応について
詳しい報告があった。ＩＳＯはAcademy Pressと位置づけ

• AI について内容が豊富な情報提供が有り、非常に参考に
なった

AI と 出版
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• 今後、避けて通れないsubscriptionにも言及

出版業界での業態の変化
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• Dr. Sundeep Oberoi はSG 12 TF 3コンビナ

• SMARTではマシンが標準を理解する必要がある

• マシンによる標準の理解とは？ マシンはコンピュータで人間と同じ
ように標準を「理解」することはない、プログラムに従うのみ

• SMARTでマシンが標準を「理解」するとは？ → 人が標準を理解

する手助けができる、色々な場面で代理として利用者の役に立つ
ことができる

• Semantic Interoperability実現について、限られた分野でなら
可能性がありそう、と説明

Semantic interoperable, 
machine interpretable
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• Semantic interoperabilityを実現するには、形式に従った方法で大きな
domainにInformation modelを作ることが必要 → 当初想定のDP２では
SIMとしては不十分

• ISO、IECに限っても semantic interoperable を実現するには、全
TC/SC/SyC/PCが同じdomainであることが必要、を意味するのか？



• Dr. Pushpak Bhattacharya (IN)はJTC1/SC42国内委員
長、AIと標準化について講演を行った

• AI用の言語モデルについて説明、インド地域言語への翻訳
が紹介された

• Ｘ線画像読影ＡＩは、専門家が不足しているインドにとって役
立つシステムであると紹介された

• ISO CS Hussain Hadi によるAI解説が追加された。情報が
多く、理解するには更なる学習が必要

AI
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AIの定義 ISO/IEC 22989
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AIサイトの人気 ChatGPTがダントツ
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生成AIの利点 翻訳、コード作成等
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• New York TimesはMicrosoftとOpenAIを訴えた
• AI側はFair Useであるとして反論

問題点 Copyright
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言語モデルのサイズ
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各国MBのAIへの取り組み
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• DINのPilotではStage毎のSoftwareの種類を説明

• Open source ではなく、Licensed versionを使っている

• AIを使って手助けをすることにしている。AIはToolである

• MarkLogicはXML形式のDatabaseでISOが採用しているものと同じ？ NISO STSは誰でも使っている

• National Adoptionは重要な機能で、Market Specificに対応

ドイツの動きに着目
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• Export for Requirement Management Systems 
• ここではProvision（規格の本体である要求条件を最近はProvisionと呼ぶ

ことが多くなっている）Centricと書かれている。

• Provisionsを企業の要求する形式で提供 Level 3

ReqIF
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ご清聴、ありがとうございました

IEC SG 12 Member
平川 秀治

hirakawa@c05.itscom.net
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